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アイヌ政策に関する主な経緯等

明治 2年 開拓使を設置。蝦夷地を「北海道」と改称
明治32年 北海道旧土人保護法制定

（戦後）
昭和36年 北海道庁によるアイヌの福祉向上対策の開始〔生活館の整備等〕
昭和49年 5月 国による北海道ウタリ福祉対策の支援体制の確立
昭和50年代～ アイヌ民族に関する法律制定の要望(北海道、北海道ウタリ協会等)

平成 7年 3月 「ウタリ対策の在り方に関する懇談会」設置（五十嵐官房長官）
平成 9年 アイヌ文化振興法制定

（北海道旧土人保護法(明治32年制定)廃止)

平成19年 9月 「先住民族の権利に関する国連宣言」※法的拘束力なし

平成20年 6月 衆参両院において、 「アイヌ民族を先住民族とすることを求める決
議」が全会一致で採択

同日町村内閣官房長官談話（「アイヌの人々が先住民族であるとの認
識」・ 「有識者懇談会の設置」）

平成21年 7月 「アイヌ政策の在り方に関する有識者懇談会」が アイヌ文化復興
のための「象徴空間の整備」を提言

平成24年 7月 「象徴空間基本構想」決定（アイヌ政策関係省庁連絡会議）
平成25年 9月 象徴空間の2020年一般公開に向けたロードマップをアイヌ政策推進

会議（座長：菅官房長官）で了承

平成26年 6月 「象徴空間の整備・管理運営に関する基本方針」を閣議決定

平成29年 6月 「象徴空間の整備・管理運営に関する基本方針」一部変更を閣議決定

平成30年 4月 「公益財団法人 アイヌ民族文化財団」が発足
（「公益財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構」と「一般財団法人ア
イヌ民族博物館」が合併）

○ 北海道アイヌ生活向上関連施策
（平成１３年度までは「北海道ウタリ対策」）

昭和４９年度以降、アイヌの人々の社会的、経済的な
格差の是正を図るための対策を北海道が実施し、国
が支援

○ アイヌ文化振興関連施策
① 官房長官の「ウタリ対策のあり方に関する有識者懇
談会」が新たな施策等に係る提言を取りまとめ（平成
８年）

② 「アイヌ文化振興法」の施行（平成９年）
③ 指定法人である「公益財団法人アイヌ民族文化財
団」に対し、補助金を交付（補助率１／２）
（主な事業）
・アイヌ語・アイヌ文化の振興
・アイヌの伝統等に関する知識の普及啓発
・アイヌの伝統的生活空間〔ｲｵﾙ〕の再生 など

○ 「民族共生象徴空間」
アイヌ文化復興等に関するナショナルセンターとして
北海道白老町に整備
① 国立アイヌ民族博物館及び国立民族共生公園の

整備
② アイヌ文化の伝承・人材育成・体験交流活動など

の実施
③ アイヌ遺骨等の集約（慰霊施設の整備）
④ 運営主体（（公財）アイヌ民族文化財団）を中心に

開業準備を推進 等



○ アイヌ文化の復興等に関するナショナルセンター
・アイヌ文化復興・創造の拠点
・アイヌの歴史、文化等に関する国民の理解を深めるための拠点等

○ 北海道白老郡白老町若草町のポロト湖畔に整備

○ ２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に先立ち
一般公開
・２０２０年４月２４日（金）オープン予定
・年間１００万人を超える来場者を目標

○ 「民族共生象徴空間」の主要施設

・国立アイヌ民族博物館
・国立民族共生公園
・慰霊施設
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民族共生象徴空間の概要
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民族共生象徴空間周辺図

慰霊施設（国土交通省）慰霊施設（国土交通省）

中核区域
・国立アイヌ民族博物館（文部科学省）
・国立民族共生公園（国土交通省）

旧社台小学校

ヨコスト湿原・海岸

JR白老駅

ポント沼

ウツナイ川

ポロト自然休養林

伝統的コタン

博物館完成予想図

慰霊施設全体計画図

遊歩道
ポロト湖

ポロト温泉

仙台藩陣屋跡

配置計画図

（約4.5ha）

白老町道
ポロト社台線
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民族共生象徴空間中核区域のイメージ※

※本イメージ図は、設計段階における案であり、変更の可能性がある

体験交流ホール活動イメージ図※

伝統的コタン活動イメージ図※

国立アイヌ民族博物館
展示室のイメージ図※

（画像提供：文化庁）
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民族共生象徴空間の具体化について

○ ２０２０年（平成３２年）４月２４日（金）の一般公開を目指して、国や地方公共団体、関係団体や経済界等様々な主体が協力し準備を加速

○ 施設整備には、アイヌの精神文化や自然観を尊重しつつ、アイヌの文化や世界観が強く印象付けられるような工夫

○ 運営主体は、公益財団法人アイヌ民族文化財団（２９年６月閣議決定）

【整備の基本方針】
民族共生象徴空間の中核施設となる博物館として以下の方針にて整備
●ポロト湖畔の自然景観等，周辺環境との調和
●アイヌの歴史・文化等に関する正しい認識と理解を促進する展示・研究拠点
●国内外の多様な人々に向けたアイヌの歴史・文化等の発信拠点

【施設概要】
建設場所：北海道白老郡白老町若草町（民族共生象徴空間内）
延べ面積： 約8,600㎡
規 模： 地上3階
構 造： 鉄骨鉄筋コンクリート造一部鉄骨造

→ 平成３０年２月に建設工事着手

国立アイヌ民族博物館国立アイヌ民族博物館

完成予想図 完成予想図

伝統的コタンや広場、ポロト周辺の豊かな自然環境等を活かしながら、舞踊、工芸
等を始めとするアイヌ文化の多様な要素を一般の人々が体験・交流する体験型の
フィールドミュージアムとして、また、多様な来園者が快適に過ごせる魅力ある空間
を形成するために必要となる施設を全体基本設計に基づいて整備

→ 平成３０年度は、土地造成工事・建築工事を実施

国立民族共生公園国立民族共生公園

写真撮影方向

全体基本設計

国立アイヌ民族博物館

体験交流ホール

体験学習館

工房

伝統的
コタン

エントランス棟

体験学習館

工房

伝統的
コタン

エントランス棟
国立アイヌ民族博物館

体験交流ホール

土地造成状況（H30.4.12）

アイヌの人々による尊厳ある慰霊の実現に向けて、ポロト湖の東側の太平洋を望む高台に慰霊施設を整備
主要施設は、墓所となる建物、慰霊行事施設、モニュメント、前庭（広場）等

→  平成３１年秋頃の完成を目指し着実に整備

慰霊施設慰霊施設

（約4.5ha）

白老町道

ポロト社台
線

全体配置図

墓所

参列者上屋

慰霊行事施設

モニュメント

広場

駐車場

排水施設（調整池）

敷地面積 ４．５ha

慰霊行事施設（H30.3概成）

モニュメント（H30.3完成）



6

・多様な機能発揮のために、国からの委託等により象徴空間を一体的に運営
・料金収入等を安定的な自主財源として活用し、積極的・自立的な事業を展開

国立アイヌ民族博物館の管理運営

国立民族共生公園の管理

文化伝承・人材育成活動

体験交流活動

広報、総務等

慰霊施設の管理

文部科学省
（文化庁）

国土交通省

国土交通省

国土交通省・
文部科学省
（文化庁）

委託

委託

委託

委託等

運営主体の事業体系国

料金収入等

・文化伝承・人材育成等について、象徴空間と各地の活動が連携し、相乗効果を享受できるためのネットワークを確立
・象徴空間の円滑な管理運営について、アイヌ文化等の継承等が実施されている地域と連携し、総合的・戦略的な展開を推進
・誘客促進等について、北海道、白老町、周辺観光地等、経済界等の取組と連携

地域等との連携

一体的な運営

民族共生象徴空間の管理運営のイメージ（コンセッション方式も検討）
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国立アイヌ民族博物館の進捗状況
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体験交流プログラムの展開イメージ
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体験交流活動等の具体化に向けた開業準備活動の概要



民族共生象徴空間開設に向けた誘客促進・地域連携

日本縦断ＰＲキャラバン

【実施時期】
平成30年８月頃～平成31年１月頃

【実施場所】
＜道内＞札幌市、新ひだか町、帯広市
＜道外＞宮城県、福岡県、沖縄県

【実施内容】
○ アイヌ文化の実演・体験（ＶＲ、舞踊・音楽、試食等）
○ アイヌ民工芸品の販売
○ ＶＲコンテンツの制作（象徴空間来場体験）
○ ＰＲアンバサダーの出演
○ 旅行事業者・教育関係者への誘客プロモーション など

500日前 カウントダウンイベント

【実施時期】
平成30年12月11日（火）開設500日前

【実施場所】
札幌市、白老町、室蘭市
（３市町同日開催）

【実施内容】
○カウントダウンモニュメント

設置（室蘭市内）
○プロジェクションマッピング

（札幌市内）
○ＰＲアンバサダーの出演
○古式舞踊の披露 など

◇海外プロモーション

【実施場所】
アメリカ西海岸、ハワイ、台湾、中国、
ＡＳＥＡＮ（タイ、ベトナム、シンガポール）、
フィンランド、ニュージーランド

【実施内容】
○ アイヌ文化の魅力発信

（舞踊、展示等）
○ 道産品のＰＲ など

◇楽曲イランカラプテ～君に逢えてよかった～
の多言語版制作

○ ５言語程度制作（英、韓、台、中、タイ）

地域間連携の強化
◇地域のネットワーク体制の構築

○事業検討会議の開催
○道内周遊を促進させるための調査分析

◇広域観光周遊を促進させるツールの制作
○道内各地のアイヌ文化や周辺の観光資源を

周遊させるアプリの開発
○アイヌ文化や周辺の観光資源が体感できる

ＶＲの制作

※ （公社）北海道観光振興機構の事業

◇２０２０東京オリパラでのアイヌ文化発信

○ パフォーマンスの統一化
○ 練習用音源の作成 など

※（公社）北海道アイヌ協会の事業

◇アイヌ文化情報発信

○ 巡回展・出前講演会
の開催

○ 学習小冊子の作成
○ アーカイブの機能拡充 など

※北海道博物館（アイヌ民族文化研究センター）

の事業

海外プロモーション アイヌ文化発信

※写真は1000日前イベント

※国・地域により実施内容は異なる

ＰＲアンバサダー※による

アイヌ文化の魅力発信
※アイヌに縁のある
俳優等著名人に委嘱

来場者数 １００万人へ

北海道の取組

イメージ

北海道観光ＰＲ
キャラクター
キュンちゃん
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アイヌやアイヌ文化に対する国民の理解を促進する
ための施策の一環として、アイヌ語の挨拶「イランカラ
プテ」（こんにちは）を、北海道のおもてなしのキーワー
ドとして普及させることを目指す「イランカラプテ」キャ
ンペーンを民学官の連携により平成２５年度から様々
な取組を展開
【取組事例】
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経済界等の多様な主体の参画による取組

象徴空間の開設に向け、行政機関や道内経済団
体等が一体となって、来場者１００万人の目標に向
けた誘客促進に取り組むとともに、オール北海道で
アイヌ文化の創造発展と道内経済の活性化・地域
創生の好循環を図ることを目的に平成２８年１１月
に設立
【取組事例】

民族共生象徴空間
交流促進官民応援ネットワーク

民族共生象徴空間
交流促進官民応援ネットワーク

「イランカラプテ」キャンペーン「イランカラプテ」キャンペーン

バス会社の協力及び関係機関との連携により、
平成30（2018）年4月1日から、沙流郡平取町
を通過するバス路線において、アイヌ語による
車内アナウンスを実施

アイヌ語による車内アナウンスの実施

バス車内におけるアナウンス
お披露目

スターティングセレモニー
の開催（Ｈ30.3.31 於 平取町）

「第1回イランカラプテ音楽祭ｉｎ阿寒湖」の開催

平成29（2017）年6月17日(土)に阿寒湖アイヌ
シアター イコㇿ（釧路市）において開催

※第2回は、かなやま湖畔キャンプ場（南富良野町）
にて、平成30（2018） 年7月28日（土）に開催予定

● 北海道観光振興機構が運営する北海道
観光を総合的に案内するポータルサイ
ト内の「これぞ!HOKKAIDO」コー
ナーにおいて、民族共生象徴空間の関
連情報を連載

(公財)北海道観光振興機構による情報発信

民間企業との協働事例

● サッポロビール株式会社から提供された民
族共生象徴空間の一般公開までを刻むカウ
ントダウンボードを国内外から年間約７０
万人の観光客が訪れる道庁赤れんが庁舎前
に設置
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民族共生象徴空間の開業に向けた準備活動等のスケジュール（想定）

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

国立アイヌ
民族博物館

国立民族
共生公園

遺骨等の慰霊
及び管理のた

めの施設

基本的な
考え方

運営主体

運営協議会

象徴空間
の愛称等

施
　
設

管理運営に係る検
討・準備

開
業
準
備
等

管
理
運
営
の
ス
キ
ー

ム

遺骨等の集約

開園準備

土地造成、園路整備工事

建物建築工事

建物等建築工事設計

開業準備活動（国からの委託等）

設計

体験交流プログラムの具体化、職員の研修等

国立アイヌ民族博物館の展示企画等

法人

合併

運営協議会の設置・活用

・象徴空間の運営方針

・運営主体の業務実績 等

合併協議指

定

開園準備

【第32回政策推進作業部会・第７回象徴空間の整備・管理運営に関する一体的な検討体制全体会合】
・多様な機能発揮のために、国からの委託等により象徴空間を一体的に運営

・料金収入等を安定的な自主財源として活用し、積極的・自立的な事業を展開

（今後の主な検討事項）

営業日・営業時間、料金体

系、飲食・物販等事業等

・各種準備活動

・修学旅行等の誘致活動 等

愛称等の選定

プロモーション活動

開業

５００

日前

行事

開

業

4
月
24
日

開館準備建物建築工事

展示工事
設計


